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 ブリ採捕試験並びに稚魚蓄養管理報宙.

調査部

 34年.度からの継続事業として実施した。

 類期間昭和36年よ月3日～6I月26日

轍方法

 試験え踏カ)もめ/5.七〇n60伊

根拠地山川港

 漁具抄網(3×3胞クレモナもじ縄〕を主として

 使用。6月上旬、魚体の成長に伴って抄網では

 採捕困難となった㌧め、しいら旋網を改造して、

 小型旋網を作製(牛根漁業協同紙含.よ二り時用)

 したカ,、一本格的操業を実施することができなか
 った。なお、船の舷側より曳航する型式の採捕

 網も作製・したが、・試験の結果∵網目の開口不充

 分、風波のだかいときの操業困難等の理念で、

 充分に使用できなかった。

 裸一捕従来どおり、先っ潮目・を発見すべく・航走し瀬

 .目にIある流れ藻と共にブリ仔を採捕した。・

 採捕したブリ仔は流藻とI共に直ちに甲板上に引

 .ビげて、ブリ.仔だけを船の活魚槽(容積!,9王遂)
 に入れて活かした。なお、今年度は撒一き寓。・(こ

 ませ)として冷凍アミ(一ホンアミ・一一東串良で準
 獲さ.れたもの)を度用してブリ任の集魚を試み

 た。

 稚魚管理船で沖から根拠地の山川港に運搬したブリ仔

 は選別して一間立方、・又は2間立方のクレモナ

 もじ網(8×8,90径或は一/0×!0,8ご

 径)の生費綱で蓄養した・。!～2週間、茗養し

 たブリ仔は.計数、計量の上蓄養業者に1流漢したb



 ・選別;次のような2個の選別輝竜作製.して、先っ縄臼
 の小さい①の選別納Iを上記、の隼
 更に④選別網の申に網目g』や㌧大きな⑧の選別縄
 を浮かべた・・。船の活魚糟からブリ仔をたも網で抄

 い乍ら選別艦②の.中κ入れて、自然に小さなブリ
 仔が選別網を抜けて、外側の大きな郡の中に泳ぎ
 出すように.した。

 従って、魚津は手段階に選別されたわけである。。
 (③の選別網に残る大きな魚群、①の選別網に残

 る牽大の魚群、①の選別縄を抜けて、生絹の方

 へ泳坤した小さな魚群)
 ①選別納・}…一・網目1クレモナ/6本然緒節/8鐵

 大さ.さ:縦80鰍横80鰍深さ85脇

 ②選別網…一…網目:クレモナ/6本然結節/2節

 大きさ:縦ノ40脇横/20脇
 深さ/oo脇

 役餌餌としては、冷凍ア.ジ又はカタクチを摺り餌とし

 て用いた。!日の投餌量は大体魚体量の30～供0

 %程度を見当とし、ク時から〆才暗まで2～3時間

 おきに6回に分けて投与した。(毎回できるだけ飽

 食する程度とした。)
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 ⊂,試験船の.;衛ゲ漁況・・華簑魚幸デ1二叩''一、一・ガ、、

 ○流れ藻・ブリ任の出現I・。採捕二
 句別の結果は別区のとおりである。

 流れ藻:今年度は全般的に少Iなく、従って.流れ藻の探

 索だけに終る日も多かった。特に従1蒙、主漁場

 となつて'いた佐多岬東方/o㍗!5I
 (辺塚～観音崎沖)は5月/I5日頃まで極めて

 少なく、中旬後半か声がなり見られ始めた。

 一鹿児島湾口附近では立目崎～佐多1郷周辺醜聞竈

 S沖にや㌧多く、種子島北菌沿岸では電宅島周

 辺より種子嚢浦田沖にや㌧見られた。・.

 4月上句、南薩沿岸には少な知った牟、海峡
 申瀬～串木野、沖小島周逆にかけては、かなり

 大きな流れ藻が一あった。・..(調査当臥SWの風

 波たカ)く辞業できなか.った。一
 .」ブヅ仔7.旬別採捕量は次のとおり。総数約34,3よ0尾

 よ月上句(5日操繋)約2ユ600尾.2～!o脇

 (!(ノ2牙、3～5脇多し)
 中旬(6目操業)約ク,ノ50尾.2{)!2.倣註

 (/へ一28、.3～50鰍多し)

 下句(6日操業)約ユ6ク0尾3㍗ノ2鰍

 (/2身平均、/0脳内外多し)

 6・月上旬(6目操業).約90g属5^)。7脇内外
 中旬(3日操業)約30尾!・0絶協内クド

 下句(2日操業)ρ(流れ藻極め一て歩・なし)

 卸ち㌧、抄網による採捕量は旬を迫って急減の傾向

 がみられ、34年、35年に比べてブリ仔の1岬時
 期が早かったのではないかと思やれる。(3μ幸、



 35年共に5月中旬が盛漁期であった)・併し乍ら、

 5月中旬竹島.N6浬と、6月上旬枕一峰S田5～6浬

 では、流れ藻に/佃脇大牢ゴリ・仔が多数ついてし二た一
 けれども、抄縄.で.は採捕することができず旋網使用

 の必要性が痛感さ㍗たr
 流れ藻の出現。とブリ仔の.出現.状印は必ずしも.正の相
 関を示さず、観芦崎神では5月下句以降かなりの流
 れ藻が.出現しIていたにも拘らず、ブリ仔は殆んどみ

 。ら柞なかった。34年.、.3ぶ年には坪塚乍観音崎沖
 一帯は主漁場Iを形成した海域であって流れ藻の。出現

 とブ1任の出現は総体即にみて.即相関を示してIい
 たぺつて今年の羊海域は秤異な状態で黒潮流・・(分・
 派)と関係が・あるのではないカ)干.思岬るが・詳鯛
 につ可、、ては後日検一計したい。(調査時、表面水温の

 的を琴施し.たが。調査範囲が狭小にすぎて表面水
 温だけからそれらの関係を究明することは極めて困

 難である)

 調査海域あ表.画水温は夕叶句㍗下句・㍗～耽I
 6月上旬～下局2μ～2ふ目2℃であった。

 集魚用として今年度、初めて試.み.た帯凍アミの撒き
 一飯.律3～5脇程度の小さな魚体に対しては効果は期.
 待できないが、・/ρ・()/2脇.程度(.ある.いはこれ以

 。上～のも。のに郭し干はカ)なりの効果が認められるよ
 うである。・併し乍ら、冷凍アミg鮮度保持につ・いて

 は拷輝しなければ決らない。特にアミ漁獲后
 完全率緒に至るま、での間の取扱1‡留意する必要があ
 る。

 ユ)魚体が小壁(体長3～・ク脇)のときは、3×、ラ

 醐位の簡単な抄綴でもかな.り.採捕するこ・とができ
 るが、魚ず衣が二や㌧メ;型(庫長∫0・f}ノ2G激)とな



 ろと旋網を使用する必要がある。瑚ち抄。属.、.旋細
 を併.申すべきで李る。

 字)ブリ謀轄は一応流れ藻表対象とし㌧・それに附随
 一jするブリ仔を採捕手ると言う形態であ電ので、流

 .れ藻とブリ任の出竿が一致レな戸才即は陣立し難い。
 従って、.一ブリ仔が流れ藻に.つく機構.(ブリ任の浮

 瀦と海潮流、流れ藻の浮よ・浮游と海潮流、..ブリ
 任の流れ藻に対する撰択性等)の究明が必要であ
 る。

 3)採捕に重点を置くこと、.船の調査範園(!日カ)

 が極めて狭小な範囲に一制約されることなど0った珍

 に、結果的には従来の圭漁場に調査の勢プ、を集1ト

 して広範囲(南薩、列島周辺、種手島j,・万.慶

 {.久島周辺海域等)一の漁場探索がで羊なかったり
 この対策.キして、各地の曳縄漁船からの漁況、流
 れ藻出現等の情報慧蒐集して敏速な探索漁場の移

 動を行うこ.とが必要である。(6月上旬南蓬、

 幣峡郡査の折・片浦根碑の・曳縄漁船乗組員カ)ら・1
 .5月・中旬津倉、高・島鳳辺海・域にカ)・なりの流れ藻

 ・とブリ仔らしき稚魚の.多数勝泳が見られた一こと

 を聴い.た。)

 4)流れ藻、ブリ任の出現は日変化が著しいので、

 ブリ任の多量出現の際には亡きる限り採捕レて需
 要にこたえるべきである。'・併し乍ら。での問題も船

 の・旨魚槽の・誇容量!こ制約される。(5月7日約
 /ユ000～/I丘000.尾採捕の際は、より以上に採捕
 す.るこ..とは可能であつ叱.が活魚槽に満杯のためや

 むなく採捕金中止した)従って採捕した魚の参∴…1

 活魚輸送についても考慮しなけ才㍉ばたらない。

稚魚管理.



 繭年度、尾薮定、計量、選1別等の方法に不備渡魚

 が多く、又、そg回欝が余りに1も頻繁となつてブリ任
 の多量鑑死を惹起する一因ともなったように思われた

 .ので、今年は魚に無理をせず丁寧に埴扱うことを主眼

 として管・理一を.行うたゾ果!ま極めて良好で出荷帥生
 育状況も順調である二

 先づ選別の方法は前述のとお5で、結果としては魚体

 を傷けることも少なくスムースに選別できた。

 又、罰.数につい一で、出荷時全重量を測定し、その中か

 一ら/.50～20.0尾の平均体重を求めで総尾教の推定

 を打つたのであ1つ一だが、後では一次のような尾数覚定鐙

 を作って、透明なビニールパヰプから生費.綱に泳ぎ出

 して行くとき数一取器を使用して定チること㌧し滝結.

 果極めて良好な結果を得た。.

 I雇数定籠(別府考案)

 採捕して管理地の一山川までの輸一送辞去減一りは極めてI少

 一なかった。(時たま船の活魚槽I内'で共喰いが見られる一

 Iことが.あつた。⊇二.
 山〃での蓄養管理期間の歩減りは3名きぷ0縄一298特

 ・鷹(出㍗3妙g尾鰯舳1約㍗・・てあつポ
 これ二は共喰いが殆んどで整死ぽ少な声)った。



 ○ブリ任の受入、出荷、餌料の使用状況(句別〉は次のとおり。
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 今年の稚魚管理を通じて問題点'として考えられることは・

 ユ)最小翠魚の琴別をもう./段師う必要があるよ1であ
 ㍍繭述の選別砲軍では・大師長・㈱干上・よ～
 /0脇、5鰍与下.の3段階に分けられるが、5鰍以下の

 ものを3㍗5鰍の二も.9と・3脇以下のものに分一けた方が
 キい。5脇以下あ小孕魚では'体長の大きな差はなく.で
 もかなり共喰カ5あ;るようで、タ脇以下のものだけ別の蓄

 養網に入れ㌧ば土着の不揃いも一なく、充分種苗と・しても

 使えると考えられる。

 2)投餌方法を再検討して適切な方法を講ずべきである。

 現在の方法で亀特一に障害を来す程のこIとは全然ないが、

 ミンチ餌投夕の腎の芦商こよるロス“断摂師のフラ法
 今年度≡秤地下作製一し・た餌籠を'して試みたが結果は

 愚かった。一。.一…一.・等は考慮しなければならない。
 3)健全な種苗生産一のための餌料につ1、、二ても考慮すべき余

 地がある。冷凍鮮・魚肉以外ρ・鍋、.ビタミン剤、ミ

 ネラル1.抗牛蝉・9口㍗竿の混合利用・プランgド
 レ(動物㌣の;㍗予1.一∵一'.'…"1が・あげら帆

 く文責九万田一己)



 魚体大きく
採捕困難



5月下旬

6月上旬



6月上旬

 註:A,Bブリ多けれども魚体
 大きく採捕困難

6月中旬



6月下旬
 註：2日間調査

 記号流れ藻 ブリ

 点在つかず

 点在隻か

 や㌧多つかず

 や㌧多僅カブ

 †㌧多多し

 極多つかず

 極多.僅か

 極多多し



 蓄養稚ブ・リ(ハマチ)の餌料幼果比較姜弐強

調査部

 蓄養ハマチは採捕したあと.、はや亨釦づけすることで共

 喰や艶死Iに占・る.減少一を小:さ{することが申来るが㌧さらに
 餌の種類や投餌量によっても非常に影響を受ける。そこで

 今回は林兼産業KKから該社製品養魚用.飼料の餌裏効果試

 験を依頼され・これにかつお内臓.も・あわせ・.7.㌣の肉を対
 照に舘料効薬比較試験を打つだ。

試験場所山州湾内

 期間5月31日～6月23日

方法

 主賛網はクレモナもじ網(/K×/K×/K)を4区分

 譲置、各々、対照区(ア'ジ)、I区(林兼産業KKρ製品

 フードにアジを混合)、亜区(かつ朽申廠⊇.、箪区(フー
 ドにカ)つお、内臓を混合)とし、アジ及びかつお内臓はミン

 チにかけてから投餌した。

 投餌回数は/日3回、投餌選は最初絵魚体重一量の30%

 とし、3日おきに最初の投餌量の30%づ㌧を増カ事.してい
 った。したがって/0日後の投餌量は必ずしも総魚体重量

 ㍗・・に戸っている.とは限らないパ別紙結発表泰照)
 なお・赫兼産業・・の製品であるフードとア㌻及びかつ'

 お内臓との混合は各々の固形物が等箪になるよ・う.混合した。

 すなわち、アジの肉あるいはかつお内臓の固形'御は25%
 (他は水分=,フー一ド三か90%として算出した。■
 計算側1鱒肉重量をY、フー・ド(粉)め重量をXとす一

 ると、・㍗.9o
 Y×二XX.…
 /90。・/00。。/
 但しY=総魚体重量X・・×・

/002

一13一



 魚体重量及び尾数濁定は一/0日ごと1こ'行なった.。一

 蓄養場所の環境(水I湿一)

 今回は水温だ1ネ.昨「1.ぐ卒深イ・脇)を.行ない塩縄二帯存
 酸素の測定は行な碑蜘.クた一財!日より6肌3目
 までの水痘は下雫.のグ1ラフの通?子ある。但し.氷温箪郡時
 間は/4時てあつた。



 結集及び考'察(餌料比較試験繕果表参照)

 (～ガ歩1・留一り

 .餌脊b数は対照区か戸葬;区克下・μ日間・甲!八日
 間・てあつ.た。その歩留りはアジを・ミンチ;こカ)け投餌した対 ジ

、

 照区が9α‡%、フートとプ沌濁合した耳区が～一一気6%、・
 'かつおの=内臓だけを与.え牟亜区ダ6二弦タ%、軒つお内麟と..
 .フニドを混合.した亜区が60。/%と・なりミ対照区が最もよ一

 い成績を示したが、飼育日'数知らみ河停、』十段・lF一!/日目.
 からの/0日間は4区分とも渉貿りが高㌧存?て、肩。
 第/日目から一!0。日間、高い減耗率・を写した原因は∵採

 捕の際キズがついたものや、あ・るユ・ば雫験あ・承体牽童=及ポI
 尾数測定のため衰弱し、繁死㌧た今9、.二さ占に共曄ヤ、1こよ.
 る・ものと.拝察される。
 黙るに皿区のかつお南磁だけを餌一とした稚魚、まフープ盲目

 から/0日間1とおいても.高い減耗率を示したd・これ購1かっ1

 お内麟の毒素的要素の存在に起因す一るもの'かどうかこ一合着

 I究明寺る必要がある。。(かつお一内臓利一舟のさP飼料を雛鶏一

 に投与した試験で雌鶏の多数撃死の例1あ牟衛葬子丸実施)11
 ⑫).合間摂鮮率と鰹料転換効率
 一稚魚投餌量は魚体重量の30%を与え6㌦うにじ粂が、I一

 策・日目から・・日間は前町,琴1秤咋・遡∴嫡摂・
 餌予は高い値を示しているが・.餌料坤坤平は㌧特
 に著しいの・は、亜区のかつお内磁を捜瘤1地発'も.のてこ有.間一

 摂鯛率は492であり、餌料転換坤率」まや李カ～にユ1.5四値一
 である。

 生・'・.日目から・・一日間鮒触夜準争堆が甘二鹸餌一一
 率は約32.労で同.じく、餌料転換効率は24と最も高い値
 を示している。

 (3)増重イ音率'
 癌重一倍一率は対照区のアジを投餌Iした.ものが約豆./で擾も

'ノ5・



餌粋効果比較試験結果表

 飼育・日数

生存尾数

減率尾数

減耗.率
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目間増重率.
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碑伊)
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目闇摂餌率鯛

餌量転換効率

増肉係数.
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 高く、次に工区、亜区、亜区の顔となっている。・しかしこ.

 れは20日間の平均であり、//日目から/0目問では対

 照区とI区は全く、㍗値岬していポ.
 目閻擬餌嘩と増重倍率では亜区の第一/日目から/θ巳閲

 戸前者が4=gに対し0一/3、//目、目から/0日間は前者
 が39に対し後者が0-7と、他の区に比べ非常に差がある

 こと一で・ある。

 (4)増肉係数†

 第/日目から/0日間は4区分とも各々、!/日目から
 /0目目の値に比べよくな.く、特に皿区のかつお内臓だけ

 は総増量鐙が/30牙しかなく、増肉係数は40,4という

 値を示している。亜区のかつお内麟とフニドを混合した場

 合(但し飼育日数はノ5目)1寺第/日目から/0日間は増
 肉係数の値は/464を示し./0日目枇ら5日間では4,よ5

 という良い成績が出ている戸しかし対照区のアジだけ、或
 いはアジとフードを投餌したI区が最も良い成績を示して

 いる。

 (5)餌料とその経費

 今回は山川港内を根拠に採捕及び蓄一義を行なったが、凶
 川は、かっ拍節製造工場が多く、その内臓が非常に豊富で

 ある。現在畜産用飼.料及び'塩からわずかに肥料に利周して

 1リ花けで、こ机をブリ稚魚飼育1乙用いたら?ということ
 からこの実験に使'周した。

 そこで、5月3./日から6月23日まで餌料効果比較試

 験に・要一した一飼.料費を記与。'
 次の表から、餌料効皐比較試験9総増璽鎮生比べて・み馬
 と、単偉金額.(!円)につき、増量鐙は対照区で/∴68、

 工区IはZ8㍗・平は/ゲ5房・盟区は一汗0牙で㍗
 た。

 一ノ8・



飼育日数

段餌量醐

単位円

飼料費(含討)

対照区

.20

 ユ4。,7

ユ8

2ρ5

 1I区

1"
・ち1

 「デジ;;・ダ=
1フ・ドユ,8=
アジュ8

1フニド70

2441

 亙・区

 佃。

ユエ,ユ8

7
78

 斑、.=一区

ユ5

 'る;一ら嘉内藤8,6
 フ丁.ド..2枠.
 ぶろお丙麟・

 早・ぐ・・ハー9
228

 (6)飼料の一般成分

 6一/あ.じ

1カロリー1

 σa工I

 エユ。一

1水分

1・

8

'蛋白質

8

 2£豆

炭水化物

糖質一繊維

O,7'

脂質

8

山.旦9.

恢一分

 、壬旦

燐

 m茅

20-o

1銭1
1;
li

 l.幣一

 その他の成分(ビタミン類)

ビタミン

AB3
ユ2

 ∵j一二・∵;…1

G

...肌.

・
2

6-2  一がつお内臓(昭和事.2年、弟子丸分析)

酸水解

自己消化=

水分

152,0

36基

 (乾物に対する百分率)

1糠白質

76,8

60,3

粗脂肪

ユエ,0

ユ5,2

糧.灘維

7,5

ユ5,91

糖(澱粉

として)

 酸水解}ドラム伝に入れレトルト内で酸加圧分解し



 たもの。

 自己消化一そのま㌧亭己消化法.で分解レ・たもの
 その他の成分(ピターミン類)

 i、・ユ・。;パントテン酸1

 酸水解物叶、∴1ご1....lr㍗
 白山ヒ物.三一∵;;一1ユ・β;…β

BB
6ユ2

 ユエ,ユ…一ユ9,6.

ユ2,o;ユエ,2≡

 以上2,3'の点について軍述したが、要約するとG)アジ
 だけミンチにかけ投解した一もの。②アジ主フ」ドを混合し
 たもの、③かつや内臓だけのもの・④かつお・内麟とソード
 を混合したもの・で実験を行なったが、歩留一ケ、増重.倍率、

 増戸塚数、餌料転換効率では対照区のアジだは投餌一したぎ一
 のが最も一よく、皿区のかつ如内臓だ1け投解した一も二のが、最

 も劣っていた。・またフードを混合.した場合アジだgの亭の
 .より之ま劣っていたが、内臓.だけよりも良い碑綾粧出た。
 註:(ユ)フニドとは林兼・産業K.Kで製造され走養魚用飼

 料のことであり商。品名ではない。

 I(2)、アジ、かつお内臓は冷凍貯蔵.したものを使用。

 (3)蓄養稚ブリは/目6～.7回の投餌をしたが、こ
 の解料実験では/日3回投餌。

 (4)飼育日数1‡各々/5日～20日であった。

 (5)今回の一実験で投餌畳は巖初総魚体重量の30形
 3日おき.にさらにその30%を増加したの.は、昭

 ・和35.年、九万田、弟子丸は蓄養稚ブリに対す・る

 .鯛料効率比較試験を行ない・稚川こ対して少な
 くとも/日当り単体重量の20%投与が必要で.あ
 一る。''ζうしお;5ク号)ということから総魚体重量

 の30%を投餌鐙として試験した。

文責荒牧孝行



漁況月報(7月分)

漁業部

巾着網漁況一.生

 枕崎港入港の双亭巾着網は延29隻/46,734晦の水揚を

 なしている。漁場は片浦沖、野間池沖=合でサバ5警亜、アジ

 5書坦の混撃で小適魚が大部分であ一&。.

瀬魚/一本釣

 薩南海区出漁の小型船は/航海(ク～!σ日航海)で、。.

 .5010^ψユ00り一醇の・水揚.をへ痘・している.“一礁鴻・は七島近海.の

 各曽根であ.るが'、.本月は台風な。ど.の一影響で好漁がなかった。

小型延縄

 種子島東岸～都弗岬沖の=小型.延綴は.!I航海(3日操業使

 用.鈎数平均・280～30・0本)。キ.^ダ/・0～/ぶ尾、バセゥ

 カジキ・夕(ψみ属÷で・メ,θ001橡1穣1度・の一本鑑.ざあ.るが本月は時1化

 などの影響一。で一出」漁・日1数が・低「下して二い一る:。'

 捧、受.、網

 志布志湾の棒受網は未だ本橋的漁期には茸つ一でいないが
 /統/夜300～5001海の漁獲セある。

 その他の漁況

 薩摩半島南西岸の曳縄はソウダガツオ対象に操業し、か・

 なりの漁獲をあげている。鹿児島湾の八田.縄はアジ、サバ

 を漁獲し。アジは亙■!幸～/8㈱・、サバはFL20～23脇の

 小型魚で湾中来部の岸青少が・漁場と匁ってい一る。内之蒲定
 置網は小アジ、ムロを主として/1氏6100～ク昔0陣の水揚

 であり例犀よりアジの漁獲がI良好である.。

一2!一一



7月漁場図



漁況月報(8月分)

漁業部

双手巾着網

 主なる漁場は、1片浦、野間岬'沖合でサバ、ナジの漁が李.
 った。枕崎入港船調査では出漁日数/.0日延有為統数反.6

 統二総漁獲量「5/,000晦一(サパ48;6%、マアジ2劣二2茄

 他のアジ/ク伽)で前月よりや㌧下廻?ている。文、串木
 野入港船は延有為続教4ク続25ξ565晦(アジ28%∴

 サパ2/%、ウルメ38;今%、ハガツオ男6%、ソータカ

 ツ者7%)とな.っている。

 シイラ竿曳き

 前月薩摩半島南西部一帯で活況を呈したハガツ才は.双手

 巾着で若キ漁獲され・る種皮でI8月K入.るでシイラ竿曳きが

 異常な活況を午せている神体的.な数量'は不明であるが一.
 8月中旬の最盛期には片浦港に./貝ク500晦牽水揚し下旬
 /屯級の船で./日500(・600晦をあげており殆んど連日

 4009晦前後を水揚している!.・キうニプ佐多岬沖合一帯
 でもシイラの漁獲や湘立ち・〈本釣・一.曳縄等でカ)なりの呼
 をみている。

小型1旋縄

 薩摩半島万世一帯で操業されるカタクチ小型旋網は例年

 4.月下句～/0月下句は休漁しているが今年は8月26目

 ユ400陶(製品)をあぽ、その後遠目グ統当/00～〃0
 晦の水揚をみてお.り今後の漁獲増加を期待している。

 鹿児島湾内の漁挽

八田網

 例年クペ8月には湾中央部でのカツ才鶴料カタクチが大

 一23“.,



 量に漁獲され.るあセあるが、今年緯?月.以降湾中央部での
 カータクチは皆無で大半湾奥部に限られ漁況もおもわしくな

 /㌦二万海中央部岸辛り.Fはマーア評の漁獲が著し1目立ち
 /r/雫看ユ00g～3クタ鵬の水揚であった。
 又芦坤では'カツーす鱗料化適せぬ大型カタクチ(貝∵二㌧
 /ウん=・プヴ減1)・赤・/一自一/続1!,800鞠葡後.の漁獲章している♀

 瓶へ乍外力デキ.刺.網
 7㍗州ζ・か.け、て湾景・坪.宇よト甲一そバセ'ウカージーキ・が檎

 獲・帥る・が・ノ1筆(/㌻川ノ月一多、い一雫で./51季(/泰・
 25～3I5醇)で平均冬本程度の漁獲を一あぱ漁獲目・に.は'魔・

 児島市市場には50～'/00本が人一荷し活波をI塁・し'ている・。

 簸志布志湾の漁況

 志布志湾では定蟹網、捧隻揮、八一田網によ.つ・て、主・と・し
 てアジが漁獲されている。

 定置網/8統.ノ日平均アジが一圭一で7,5・00一駅

 棒受納/0統.出漁日数ン9日
 /日咲ぶ00ん一書;2100醇

 八田網4統(東串良)/9日間出・漁、

 /統/日平均小アジ500醇

4統(志布志)一/5日間出漁

 /統/日平均小アジ/,200醇



 6月、7月のマグロ延縄漁況

漁業部

6月
 前月に引続きキハダの漁獲が目立っている。

 キハダは22～26oN、/30～/35o理附近、.20弓～24o

 N・一/36}"叩近及び喜界予E附近に好漁がみら㍉
 ており全魚種中主位を占め.3/,/%(尾数)となっている6I
 全魚種を通じての釣獲率は5月の/、/5を少し下廻り、

 /、0/を示している。

7月

 6.月は入港場少なく(調査隻教34)そあったカ争7月に

 入ると更に減少し(調査隻数/0)閑散であった。

 ・ク月の漁場は、沖縄南東海域(20中)25.N、/30g～・

 /4ぴ固)と小型船(生き餌一アジー使滞)のみが操.業し

 下いる種子爵近海だけであ.る。マグ白・カジキ計釣獲率てま
 沖縄南東海域でα/9.7ん67'・'種子島近海でユ02を示す。
 キハダは牢子島東方でμξ・.浄縄南東海域れ・・～ん・・
 で比較的低い。キパタニの一6月全漁場平均は0.32、ク月一ぽ0

 凡そ2倍の0,70一となっている。1全魚種を通じては/,37

 魚体及び魚種組成

 キハダについ.て見ると別区のとおり一月は35馴こ・モ1
 一ドを持?舞'が主でク月はヒ輝子島東方海域の資料だけで
 3・隻9/尾のみ)や㌧大型。

 魚種組成は6.7月とも5月に続きキハダが空位一.=占め.∵

 クロ匁ジキ、バショウカジキ、の漁獲がや㌧目立.っている。

一25一



 6月マグロ・カジキ計釣獲率

 6月キハダ釣獲率



 7月マグロ・カジキ計釣獲率

釣獲率

 7月キハダ

釣獲率



 第2図キハダの体重組成

 第3図魚種組成の月変化



定置観測 (8月分)

東邦彦

 全般的には箭月に比して水温、比重ともや㌧はげしい変

 動である占比重が2/になつた日が。2回あるがいづれも晴

 天であり汚水とも考えられず理由はわからない。

36年.8月 旬間平均表
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36年8月観測



鹿見島港外定置観測 (昭和36年8月)
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 私はこうして普及事業を進めている

 .・1。枇'I1町川'L壬き及員好・琴友憲

 改良普.及員の辞令を受けたのは去年の7月で.j・牽.…っ'た。

 長、㌣形の朱線の粋の中に「水産改良養及技師を食す,辛」と
 してあった。水産改,良技師更1余りにも早奏.りした身分に

 髪の中が少々じりじりするのを覚えた。

 笠一沙町はもと南薩水産指導、所が仁王崎にあうた跨代に、昭一.

 和28午から30年まで2年一間勤務した思出の地である。
 当時は各月年案施する高鋳.・鼻から南西に浮1ぶ宇治群島を更
 に60一理延した海上書窪.の海・津鰯測と言中・合瀬物!本釣及び

 延縄漁業1の調査試験が主で実際南薩沿岸.に浮ぶ派璃漁業と
 は全く縁遠いもの一であった。今度一1ミま直接この沿岸に1主み、

 この沿岸漁場に働く人'達の・中1と一入'つて漁村発農のため臼,.々

 .の潔懸と取り組まねばならないので・ある。.

 先っ何を守れば良いのカ)責任感と一同時に一」.一瞬広襲芋11二道は

 なされた空虚な・淋しさ㌧え感じた。幸い笠沙町役場水産係

 長命佳民議長は漁村出身で・あり以繭知・合の人慈で。漁・1寸にも

 良く通じ、何彼れ.と桐談に応じて呉れた三とは何より気強

 /思った“辛地域は笠沙3漁騒に秋日・加世田・を合せた
 5漁壌・倉内で.何れも漁村は辺ひな場所で悪い道路が・)きき

 一のである。その.内単車も配箪された。漁村教育を人間釣に
 護至荏ま三宝;Jに.ま支{衝自勺にどの;警に…隻めてそ予くかと蕎一・う～二と'である。

 ・先っ漁村の.実際を知るため1こなるべく多・ヌIの漁家の.A、達と
 話してみることにして蒲一々を走り・廻った・。よく沈村のノ㌔、蓬

 にみるこ㍗㌧、らか1語りカ)けると浄いヨをぐる
 つ午屍・上げrナイフテー1ナ'」と言わんはカ)・りに半身背を向け
 た梓好・で仕率をそ・・のまI㌧す.さ人.に今度々会うぺい一し・こ
 う言う形の、人、程純良なノ・、達が多い様である.。一

 諸は漁業のことのみに隈.ら一ず農一事の。こと1から.家族・のこと、



 鶏や豚のことまで'教唆.たり教員、られたり調子を一合せていっ
 た。婦道草率のスピードを落し珪がζらその日の収穫を考元
 ると淋しいことさえ度々あ一った。{.また或るときは知人に出

 合うと車を止めて漁況を.き㌧、.又、年長老を尋ねそg一地方

 の漁環の変遵一等を闘ヌ.と言う具合下新く今では他所者の雇
 じも去って水産の先生から近所とんに変りそのため真の漁
 村の姿もみることができ、その止中から色々の問題を引出す

 ご一とができ.る。蝿歩ではあるが一課や一試験場の先、後輩の助

 言と尋問技術員の一講習会など.の援助により仁王崎と野間池

 に夫一々曳縄と/本釣の研究ク'弓ブも生れ、経営と技術改善
 .に強くふみ出しております。

 仁王崎研究会一は年令30代を中心にした会員/0名、野間

 池は20代から50代の幅をもった会昇でこ・の人達は全景
 出1漁、日誌と漁業収支の内容を含めた一定の漁業経営記録簿

 を個々に備え、経営と技術の研究に資して牟ります。

 仁手崎振興会はそうだがつお、押つお拝しび、ぶり、さわ
 ら法ど夫々の習I性に.陣った一曳縄潜行板の振り、深度.、

 長さ、船足等の研究に取組合、本年会員一のそうだがっおの
 漁獲実績は他漁村をはるかに一しのいでおります。この漁獲

 実績については研究討議し原因を究明し後日県技術発表大

 会に発表されること㌧思います。

 また野.間池振興会は本年度農山漁村振興事業の対象として

 小型魚探讐の購八割当も一砕り近海未利用魚礁の開発をめざ
 レ今後の活動が・期待されます。
 卒お加神田、一秋員地区は筆沙坤区に比し若年橿の転率転出
 が著し.いため研・究クラブの結成こそみな・いが夫々適地産業

 に従って部叩蝉及び率産試騨場の本旨導員により加工講
 .習i会並びに婦人部一研=・修会等が開催され新しく前進しつ㌧あ

 .ることは給えて先、後輩諸氏の御支援によるものと深く感
 '謝します。

 …・32一一



 現在は仕事…こ希望と興味をもち1一泊村の/貴とレて篶村の皆.
 様とあらゆる間麺に触れて行く覚悟であります。

☆=★★☆☆☆☆☆.★★☆

 大隅地区地区だより
☆☆☆☆☆.☆☆☆☆☆☆

大隅地区駐在普及食入枝茂樹

 I7月/一目付で大隅地一区・改良普及員を命芦亭れ倒する暇も
 たく/ケ月余りかす・ぎ一安っIてしまった。

 .半地区とは・ξラ1,ギラこと1か今まで/度も碑がなく文辛どお
 り生れて初めての土地・であり、いさ㌧か不安な気がしない

 下もなかったカ㍉住めば部とやらでボーツボマ土地の風習に
 も.なれて来ると案外人情味ゆたかな地区で普及事業もやり'
 がザがあるのではない炉と思われる。
 オートバイ配属も/一0月頃になる予定で、本当の活動はそ

 g碑1千なそと思う∵が現在では実態調査をしている次第であ
 る。.一

 昨和のよ二1に普及事業は漁拳・蝉・、二蝉・各蕎壮年・.
 婦人部等の育成指帯と広範馴干昨今・璽、倭三上帥て多忙で
 ・早っ困難な乙とである、苧=f一ユ.レ、ヤ」一11三1主…で…≡き.るだ!ブ現地の
 ナマの声を送ってみたい一と思い、辛亥牟き。弓{もヶし一くお願いレ

 ー・ますべ亨い、今・あり1=箏三李厚蝉卿キモ1・して失礼㍗
 ...す。

・5J7



 ☆奄美短信☆

 ウグイス.にはその土地に年中棲みついている留鳥と、季
 節によって棲む場所を変える・渡り鳥の・2種類がある.ことを

 何かの本で見たことカ,ある。
 鹿児島には留鳥と渡り鳥の2種類がいるのだと言うととを

 闘いたりもしたが、渡り鳥のウグイスが鹿児島にいると言

 ⊥うことは色々野間をもっていた;(鹿児島φ場合渡り亭は
 非常1に少一ないのではないカ))

 ところが大島に赴任してこ㌧のウグイスは渡り鳥ばかりで

 あるところからウグイスの渡るということをはIつきり認め

 ることカ事出ラ良た。I

 ・一郡ち大島では秋から冬にかけて山や里でチヤツ、.チヤツと'

 餌をあざ一ってい一たヤブウダイスは立春か一ら3月にかけて段

 段と少汰一くなり4月になるとウグイスの撃はどこにも見。ら

 林1なるし声も即㍗ない一昨は多分ヒョド1やガン;
 カモ等とI同じく北の方べ渡って行く.のだろうと思一う。土地.

 のそ吻の通らしい人に.聞!・て見辛ところ、大島では蒼か
 'らキダイ・スは付けいて夏は何処カ1㌻行っ下し予う.苧のだ
 。1と決めて余.りご.だわっていない様子であった。
 こ.れ.悟伴って今}っ面白いことはホトトギスが棲みつかな
 いことである。

 これはもっ'ともなことであ.るが、ウグイスの巣に踊を産む

 習性のあるホトトギスは大。島にウグイスg巣がないことを
 知.っているのであろう。4(一5月の明け方等時々天高.くボ

 ートトギスの声を聞くご.とは一あるが、一これは渡って一行く途中

 ら一しく木にとまったり又低空を飛んでいるホトトギスは一

 度ぎ見たこ.ξがない。

・34



 大=もてIミォ素ゴムらギ竈在こ一1;'こ山ホヘトギス初カツ寸jの旬も
 遍…)なかったところωようである'。一

 私は大嵩に来て小鳥似事で自分・の疑問を一つ緯決したが

 水産の事では未だ一つも疑問が解けたことカテない。.疑問の

 多い.水産で一つでもよいから何か判り辛いものと思う。

前田耕作

 9月!・5日大島は台風/8号の.中心に・捲き込まれた。

 ・古仁嵐は午前8時より10時に台風眼を中心に・前後24時

 間この.姿なき悪魔の.跳梁と戦った。戦後最.大.(風速ク5秘

 以上)超大型(台風圏ク00キロ以上)超A級(890ミ

 リバール)、来襲前の予報1と遣わずこの悪魔の使いは生々
 しい一爪跡を残して/6日早朝北方へ去った。

 倒れ傾1'た家産、吹き飛畔された塀・崩れた・打上げ一
 られた舟、箔然と庁志被災者の苦悩にゆがんだ顔は去る大

 火の記憶も未だ消えやらぬだけに痛々しし.・。

 分場一においても工場、実験室、試験船め一部に被害を受.け
 職員の住宅に多少損害があったが、一同元気に復旧に努。め

 ている。

 gギ!㍗午風後の予/船外率丸が町民の歓声を浴びて入
 ・幣.卒.乏㍗咋ぽ離され・救援物資は到着・島民の復
 旧への意慾は次第に昂っている・

 A、工記

 各部の動き
 ○製造部
 類.8月・j目阿久根市水産加工場川鞘氏来場



県水産改良普及貴.'簡田茂来場
 南星式乾燥機、尿びミリン手加。工について打合せ

 .8月'・;冒二..凋大農学部I西郷蝉来場
 吸・癌剤(乾素)に一ついで打合せ・

8月5一日.大隅地区水産改良一普及貴西氏来場
 ミリン子について打合せ

8月..7唱

垢宿市役所農林水産課庶義係長田川氏外/名来場
 新任捷拶及びラカサギ放工について

 8月8`目㍗./0戸
 .一魚肉㌃セ.プ製造試験(主一原料あじ)
 8月/5日根出埣区。水産改良普及員・八一枝氏来場

 鮮度保持剤及.び卸酸化剤について
 8月/5昌大島I分場長前田.氏来場

 ・珂写挨拶
.8月/8日

 1水産課I主催かづをカ臥工委託試験打合I会議
 場長室に於て

 出席者水産学部越地、日.高、西元氏

 二業ボー水産野上村・締木・若松氏

 ・水・..苧場苧・.師・藤田・下窪
8月2!日水一産改良辞及員連絡会議
 場長室に於て

 出席者.水産課堀ノ内、長野、志賀

 一漁放課別府、重久

 普及員.福元、西、・佐藤、岡田、入枝

中間

水試場長各敬亭.閤二係係員
 ξ良一ヂ・{、早・.本邸良茸肇早・廊氏来場

 一乾素之吸癌剤)使用;こよるミリシ手製一造指導につ

 山3ご…



 いて打合せ

 類8月23日上野製薬[■

 鮮度燥持薬フ三スキンにtついて
 ※8月29日水産課荷木氏来場
 加工指導費飼当について

8月3!日

 大口養魚場よりあおさ及び鯉について連絡あり

 養I魚飼料用あおさ採取について、鰻こく加工について.

9月5日水産改良普苓員1蝸風来場
 しらす乾燥指導について打合せ

 9月ク日～/2日藤田技師大島分筆へ
 水産加工について打合せ及び乾素剤シラス利用に

 よるか?を腹皮の乾燥試験
 9月/2目.鹿大水産学部是枝氏より

 ソーセージ用香料及び小川商店について

 w-9月/2日鹿児島市西俣氏来場

 種子島産トコブシ加工法について

9月/4目水産改良普及員岡田氏来場

 岡久根地区水産加工講習会1こういての打合遼格あり

 9月/8日長瀬産業K,Kよ・り連絡あIり
 魚肉たんぱく消化酵素一ビ才一フラーゼのサンープル来る・

 9月20日宮崎吉村薬品K、一K新櫨氏来場.

川村産業福岡出張所高木氏来場

 抗酸化剤Bムエ及び魚肉ソ㌧レブルについて
 9月20日～2/日阿久根地区.水産加工講習会

 本場出席者一谷元技師、木下枝補

 あじ..ミリン子の砂ぼし法の実習
 防徳劉の検討調味液の検討をなす。

 9月。26日きク年度製造部予算計画

 製造部室に於て一谷元藤日ヨ下窪木下

一37一



 9月2ク盲大口'養率場撃拝
 養魚用内麟飼料につ.い・て

 水流.電来場I・

 ○漁業部

照南丸.

8月1!/日

 騎体機外舜(定期竿一事!一.午終え鹿順一帰港
 ・月㍗.二ξ・㍗ラ月/日
 漁況、海況予報調査(東麦ヲ東海幣拝観郡)
かもめ

 ク月28・日・～8一月2.日.・.1

 第/次集団操業指導(手打一鈎掛碕沖合の魚礁調査

 8月φ日(}・!・.!上・貝・f、

第2次,集.団操業指導

8月/8日

 鹿児島湾内人工魚礁調I査

 8月/.9日へ・2ク日

第3次集団操業指導

8月3!日'}9月/日

 シ.イラー曳縄漁業調査

9月7日(}8日

 舞.線一検査(照市丸と㌧もに)

9月9日(一!!日

 一第一ゲ次第圃操拳指導
9月!9日(一22日

 被.碕沖合、べ工魚礁調査

魚体測定

 8月中一一ぐ㌣干・㍗日∵近海サバ)
 9月中(!白一〉/一旨近海サバ)2回

一.3-8川



 暮ま享1男丸に{更乗…(一'・“ラ・オニ三書毒1・マク“口誤三妻隼≡…=…三1三二三)1そニン))

(33年34待三35年一男一)

 類全上3-5一年分遜.び最近における紀南言義海域のマグロ

 延麹漁{況一(一釣=獲率)..を印刷.、本県マグロ延縄艦に配

 布。

 Iρ養殖部.
 類ノー一リ養殖に関するIこ.と

 いよいよノリ養殖の時期となり準・億一ざ一‡格化して

 し、ると思、いますが、新村鐘師も指導と試験業務でお

 おわらわである。

 一ポー月!-30日I考次郎・涙の軸間.鶴翔一一一・=I-
9月8日一喜入.9月/9日一串木'野

 一一ヲ月・6日～・`門出子,.1,9房13・目垂水
 それぞれ張込み打合せと率状一体'瞥理指導をなIす。

 類アーケガイ.調査'

 8月//台一、30;ヨ、.9月20目指宿地.先で採.取・

 調査し、'熱度は目下観察中

 筋一ワ'カ。メI養∵埴に草すること

 高水温の峠をこし発生津.の伸長が目立づ頃となっ
 たが・8月ク=賢.:.一七2≡ギ戸・ツタ.22日海潟地'先で培
 養中瞭水を率換した

 類1月日g二㌻㍗人㍗㌣j㍗漉した
 過去2ケ年間殻頂が隆起す'ち興に死・滅していた幼・

 生飼・育が7月初めから分場一亡行ってい乏ところこの

 ・時期の減耗を帥で二神めて芦着稚高Iが一えられて室内
 での飼蕎に成幸した。付着強員数はま一テど一確認でき抵

一39川



 いが、以後の管理を分場にお任せして瀬戸口技師は

 9月/9日帰庁した.。

 ○調査部

擬8月2目

 串木野市役所から養鰻場水質汚漬間頬で来部.
 類3、.4、/.9,29日

 ハマチ成育状況調査(守根、海潟、山川)
 類8月7月牛根ハマチ蓄.草場本質改善打合会

 ・於場長室(今井教授、江波助教授、牛根漁協浸

出席)

巌8月9(一//日一

 第/圓中根ハマチ蓄養場酸素補給試験.

 類8月/5日.上。記試験検討会(於鹿大江波教室)

類8月/8目

 鹿児島湾内ドラム毒魚礁効果確認調査(かもめ使用)

 灘8月/ク～/8同

 第2回牛根ハマチ蓄養場酸素補給試験

 類・8月.28日上記試験検討会(.於一場長室)
 類8月3/日海潟ハマチ蓄養場水質、潮流観測
 嫌9月2日出水郡東町前田桜氏と→ダコ養・成共同

 試験について打合せ。

 類9月./年日・ハマチ成育状況調査

 牛根・平均女よ0牙海潟平均500タ
 約ノ8;000尾約6000尾

山川平均400牙

約/,300尾

簸9月/9日

 牛根ハマチ蓄養場酸素補給試験結果検討会

 (嬉長室に鹿大江波助教授出席).一

 .{一.一〃つ'



 類9月!ヲ日～。22日枕i崎I魚礁調査(かもめ使八づ・)

 類。9月土2夕日

 県議会水産商工一憂負県水豊緬工部長、並.びに水産

 試験場長、牛根ハマチ蓄養場祝・察

 灘9月25日～27日

 出水市広瀬川及び附近海域水質汚漬調査

 灘9月一28日・・

 山川港蓄養ハマチに・寄生虫発生、駆除処理

☆☆☆☆☆☆☆ニニ・☆☆☆☆☆.

 ☆分場の動き☆

☆☆☆☆☆★☆★☆☆☆☆☆

 ○養殖係

 8月モこ入りマベ員人工採苗試験期になつたが二今年一

 から分場実験室内に仮設タ・シクを設け、前年に引続.喜

 量産化を目指して各種試験することにた.った。

 なお、本年度は本場から、くろちよう貝の人工採菌実

 験も併施するため瀬戸口.技師も来蕩、.くろち一よう貝は
 ク月22日から、マベ貝は8'月9日から数回の実験を

 行'な.い現存こ。れら幼生の飼育中である二句.れも実験室
 に抽け。る初回の試験に拘らず…贋調の成畜を続け数百

 個の附着稚貝得られ亭見込みである。

 ○製造係

 8月/8日うに(中瓶)。255本を支庁に発送

 本年度のうには極めて好評で断るのに苦労している。

 9.月8日～!0日乾素利浦乾燥試験

 本瑠考案による乾素(し…。すと塩)によるむろあ…)

 '一4・!二・一1



 かつお駿皮の乾燥試験を藤雷技師を迎え共弼試験。

 乾燥速度、、.仕より、辛に極め、て良く従来の人工乾燥
 (熱風)に劣ラぬ三さ牝乍に半乾燥品{干は有望
 と思料される。

 ○漁業係

 がつお餌料蓄養試験を知ノ浦漁場で2回行う。

 きびなご量の大小密度の差の比較による蜷死率及び蟻

 死に及ぼす環境条件の測定(水質)Iを実施した。蜷兆一

 は蓄養35時間前後に最高の率を示すことがわかり携

 死するのは主に後尾部に傷を受けたものに多い。又、

 長時間蓄養する場合は/.日に/回蜷死した一もの牟除去
 することが放置するもの一より二2倍強の好結果であった。

 なお蓄養後50時間経った魚は90%漁船活魚艦に鮒

 ・え得ることが判明した。

 べ;I○.庶務一係

一9月8弓佐用小学校修学旅行在来場
 "一福満部長、一藤田水技来場

 .ゴ,9月/0日'一漁放課下堂園主事来場
9月//日笠利町宇宿小学校修学旅行生来場

 〃午前/

 9月県会に分場本鶴新築のことが計上されることに

 決定の旨連絡があった。

 養魚場の動き



 莞一三一7月3日'カジカ6、畢、採掬

 鉋育用水1=薄を作一成、中古こは石を入れ一水.遺永を常時.注水

 舘料は昆虫類の活餌、撃=務室に玉をこるがすような深!1-1
 の美声統く。

 類7月5日一場内水岡の田植

 水田養鰹用試験田・

 蟻ク月8日北薩養鰹漁業協同組合結成会出席

 巌ク月/2日現鰻♂にイカワ虫(寄生虫)を認めた。

 駆除にはデイフテレックスを用いた。

 類7月/.4月～20日漏水池の保水状態テスト

 !4、/5、/ク、!8、/9号池のよ面で通水深を

 決めて'減水の書1合をこの間.昼夜行った.。.
 頬7月/9日=粧'鯉・水田1放養・

 燦7月2g目十潜池・キIヤン・プ1河踊き・=・∵.
 職8月/日'台風/0号のため十曽川舛増。水して用水取入

 口の夜短・場一埠拙こIかたつセ津潰

 率8月5日～イ/日'一・/一3'喝池及びパ号地機橋作成
 澱8月/31ヨ1辛・出水.木場野開搭団へ養魚.(造池)指導

 灘8月/4日程鰻一送別及ぴ!3は25」弩・池へ分養

 蟻8月/5目(一/6一日..;覇・.内免一学1着最高を示す

 平日は50～/00名・位の見学者であるが、この2日

 間に架一0-0一名一位の来場考が.あった。.
 巖8月24日補修池の漏水箇所判明

 表土がわずか粟石から一/0跳余りで、しかも側壁の底

 部の粟石の欄隣が大きく、水ばこ㌻カ)ら流出

 類8月28日花火大会及び漢画のクベ

 類8月3ン日キャンプ村閉村.

''つ・・
 一Iヤー、“



☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆'☆☆☆

 各種会議の開催について
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 例年行事セある全国的な水産関係会議の世話役県に本県

 関係団体炉割当られ一たので先般来準備中であったが、来る

 …月・日.水牽庁主催の.r九州ブロ.㍗水産改・呼及員研
 修会」を皮切りに順次/0月中に催されることになりまし

 た。

 藪/0月3日～6日水産庁主催≡
 水産業改良普及員九州ブロック研修会

 激/0月9日～/0日全国漁港協会主催

全国漁港大会

 簸/0月/6日～/8日全圏内水面漁協組合一連合会主催

 第34、回全圏湖沼河一川養殖研究会

 鍛/0月/8日～20日.石本本率学会主催∴
昭和36年度日本水産学会(秋季大会)

 類/0月。20日～22日南海区水産研究・所主催

 南海区水肝ブロック会議
 擦/0月。23日～25日九州、山口各県水師主催

 ハマチ養殖会議・

一一44山


